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これまで長きに渡って検定成績表の活用を連載していますが、これまでの記事のすべてについて、検定記録は正し
いことが前提になっています。しかしながら、検定成績を日々追っていると、中にはどうしても説明の出来ない不自然
なものが散見されます。このような検定成績が続く場合は、牛の病気などをチェックするよりも、乳量計を正しく使
用していることを確認することが先決となります。ちょっと酷い言葉になりますが、情報処理の言葉に「Garbage in, 
Garbage out」というものがあります。日本語で「ゴミからはゴミしか生まれない」と言う意味です。GIGOという略
語まであります。牛群検定は情報の宝庫（玉手箱）とも言われることがあります。しかし、牛群検定にとって最も大
事な器具である乳量計を正しく使用し、正しい測定値を得なければ、牛群検定はただのゴミ箱になってしまいます。

1　乳量計について

牛群検定にとって、乳量計は極めて厳正な使用が求
められる大事な器具となります。このことを、まず最
初にその歴史の面から解説します。

牛群検定が開始された昭和50年当時に戻って考えま
す。現在の牛群検定が開始される直前まで、北海道や
都府県の一部の地域では「経済検定」が行われていま
した。これは、搾乳牛全頭の個々の乳量を毎日バネば
かり等で秤量するというもので、大変な労力を必要とす
るものです。このような検定方法は労力として限界を迎
えていましたが、パイプラインの普及により、秤量する
こと自体が不可能になっていました。余談ですが、パイ
プラインの普及については、朝ドラの「なつぞら」で
も、その是非を巡るシーンが描かれていました。

そこで、登場したのが乳量計です。海外ではパイプ
ラインの普及は日本より早く、図 1 は、ツルーテスト
社が昭和38年に開発した最初の乳量計です。しかし、
この新時代の乳量計には、大きな問題点がありまし
た。それは世界の度量衡の適用外となってしまったこ
とです。度量衡が適用されれば、その測定に伴う器具
の狂いや誤差は、各国家が法令上で管理するものとな
ります。度量衡適用外となったことから、その精度管
理は、牛群検定の世界基準を統べるICARが担うこと
となっています。ICARは元々ヨーロッパで発足した
牛群検定の国際組織です。ヨーロッパでは、牛の国家
間移動が著しかったため、古くからその能力表示の統

一が求められていた経緯もあり、ICARのマークは、
図 2 のように「はかり」がモチーフとなっています。

さて、我が国の牛群検定は、もちろんICARに加盟
しており、世界に通用するものです。ここで重要なの
は、乳量計の精度管理はICARが行うこととなってい
る点です。すなわち、我が国では、ICARに加盟して
いる牛群検定において管理しなければならないと言う
ことです。言い換えれば、検定組合が中心となってそ
の精度管理を行わないといけないのです。
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2　不自然な検定成績

以下にあげる不自然な検定成績の例は、これまで本
連載で取り上げたように牛を個体ごとに観察し、その
健康状態等に原因があれば良いのですが、どうしても
不明な場合は乳量計が正しく使われていることを確認
してください。

（1）乳量
図 3 は、乳牛の生理、病気、管理のいずれでもなか

なか説明の出来ない乳量推移の例になります。真っ先
にあげることのできるのは矢印①の「検定乳量／出荷
乳量」です。一頭ごとに測定した検定乳量の合計と出
荷した乳量との比になり、当然100％となる値です。
しかし、自家加工用や子牛用などの自家消費や、何ら
かの理由での廃棄乳などがあると、出荷量が減ってし
まうので、検定乳量の割合が多くなり100％を上回る
ことが知られています。しかし、本例のような年間で
97～133％と大きく変化し、理由となるようなことが
思いつかない場合は、乳量計が正しく使われていない
可能性があります。矢印②でも 1 頭あたりの乳量が 1
月～ 3 月に25kgから30.9kgまで激しく変化していま
す。その後も季節変化とは思えない乳量変化があるの
で、牛の廃用や導入、分娩牛などの理由が見あたらな
いときは要注意です。

図 4 の矢印④の牛は、前々月→前月→今月の乳量が
23.4kg→24.0kg→26.0kgと向上していますが、分娩後
200日を越えた牛としては不自然です。また、矢印⑤
の牛は、20.0kg→29.8kg→16.8kgと著しく乱高下して
いるのも不自然です。更には、この農家はほぼ12時間
間隔の搾乳なので、通常であればやや朝の搾乳量が多
くなるものですが、朝搾乳量が少なかったり、夜朝の
乳量差が大きかったりと一貫性がありません。これら
の現象は牛の生理上考えづらいものです。このような
成績表の場合は、乳量計が正しく使われているかどう
か確認が必要です。

（2）乳成分
図 3 の矢印③の乳脂率の年間推移でも下は3.64％、

上は4.54％と激しく変化しており、 8 月に4.27％を記録
するなど、通常の季節変動とは明らかに異なります。
図 5 の矢印⑥では前月と今月の高低差が大きく、乳脂
率では 1 ％以上も変化しているようです。また、検定
成績は分娩後の搾乳日数順で表記されているので、表
記される上下の隣同士の牛の成績は、ほぼ同じ泌乳ス

テージとなります。このことから矢印⑦のように棒グ
ラフがデコボコと長くなったり短くなったりしていま
す。これらの現象も牛の生理上考えづらく、やはり乳
量計が正しく使われているかどうか確認が必要です。

図3　不自然な成績推移、牛群成績（1枚目）

図4　不自然な乳量、個体検定日成績（2枚目）

図5　不自然な乳成分値、個体検定日成績（2枚目）
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3　乳量計の誤差

（1）乳量計の汚れ
前述したような狂いが生じる大きな原因のひとつ

は、乳量計の汚れです。図 6 は、汚れた乳量計の写真
になります。外見がまずホコリだらけです。外見は関
係ないと思われるかも知れませんが、外見が汚れてい
れば、十中八九、内側もチーズ状になった汚れがベッ
タリと付着しているのが常です。

乳量計の汚れが測定値の狂いとなってしまうメカニ
ズムを紹介します。乳量計は図 7 のように取り付けて
使用します。ミルカーから搾乳された乳汁の一部（22
／ 1000CC※機種により異なる）が、測定用のシリン
ダに貯まり、シリンダの目盛りから乳量を読み取りま
す。22 ／ 1000CCを正確に測定用のシリンダに取り分
けることが乳量計の精度を保つ最大のポイントとなり
ます。図 8 がその仕組みとなりますが、ミルカーから
吸い上がった乳汁は整流用のパイプから噴水のように
広がり、そのうちの22 ／ 1000CCがノズルに入るとい

う仕組みになっています。乳量計に汚れが付着してい
ると、この噴水が偏ってしまって、正確な量を測れな
くなってしまうのです。

（2）目盛りの読み取り
図 9 に示した通り目盛りの読み取りとして、泡の下

部をしっかりと読み取ることが大事です。特に冬季は
牛舎が暗いこともあるので、ペンライトを使用するこ
とも必要です。また、傾きに強い乳量計も販売されて
いますが、乳量計を垂直に保つことは、どのような乳
量計であっても基本中の基本です。

（3）攪拌不足
乳成分の狂いは、多くの場合においてサンプル採取

前の攪拌不足にあります。とりわけ乳脂率については
油分であるため浮き上がってしまい、測定用シリンダ
の上部の乳脂率は高くなっています（図10）。丁度、
セパレートタイプの野菜サラダ用ドレッシングをイメ
ージすれば、かなり激しく攪拌しなければ均一に混ざ

図6　汚れた乳量計の例 図8　乳量計が汚れていると…

図7　乳量計の装着と仕組み 図9　シリンダの目盛りの読み取り
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らないことがご理解頂けるかと思います。しかも、攪
拌方法は、下部からのエア注入なので下部のものを上
部に押し上げる攪拌方法となっています。逆に言え
ば、上部に浮いた油分を下部に押し下げるには、効率
的な攪拌方法ではありません。ですから、乳量20kg
以下で10秒以上、20kg以上で15秒以上のエア注入が
最低でも必要となります。時計を見ながら攪拌すれば
予想以上に長い時間となります。ちなみに、バケット
搾乳の古い時代では、バケットの乳汁全量を別のバケ
ツにザザーと移し替えて攪拌したのですが、ICAR規
定では最低でも 4 回以上の移し替えという大変厳しい
規定でした。これほどまでに乳脂肪を均一にするのは
大変なことなのです。

（4）腐敗
乳量計とはちょっと離れますが、乳成分値を不正確

にしてしまうもう一つの要因にサンプルの腐敗があり
ます。特に夏季は要注意です。分析所にサンプルを送
付する際に保冷剤を使用することは絶対に必要なこと
です。更には、夜の検定時に採取したサンプルは検定
員が持ち帰り冷蔵庫に保管することとなっています。
夜間といえども牛舎にサンプルを放置することなど論
外となります。サンプルの腐敗は正確な測定が出来な
いばかりか、検査所の測定機器の故障の原因ともなり
ますので、特段の注意が必要です。自動搾乳（搾乳ロ
ボット）はオートサンプラーで放置する時間帯がある
ので、特に夏季は小まめに回収するなど気をつける必
要があります。

なお、薬剤で腐敗対策している場合、サンプルをよ
く攪拌しないと薬剤の効果が半減することが知られて
います。

4　乳量計のメンテナンス

乳量計の扱いとして、先ず必要なことは乳量計の洗
浄です。汚れた乳量計の内部に細菌が繁殖するため、
衛生的に問題となり、出荷乳の乳質を劣化させ、乳房
炎の原因にさえなります。また、汚れは真空圧の減圧
を招くのでライナースリップの原因ともなり、その意
味でも乳房炎を誘発させます。乳量計はICARの規定
により、真空圧の減圧は最小限になるように設計され
ており、正しく使用していればライナースリップを起
こすものではありません。

（1）毎回　予洗い（前すすぎ）
水またはぬるま湯を通して、検定前に予洗いを行い

ます。
（2）毎回　アルカリ洗剤

検定後の洗浄で、乳脂肪や蛋白質の汚れを除去しま
す。
（3） 3～ 4日ごと　酸洗剤

検定後の洗浄で、ミネラルの汚れを除去します。
（4）週 1回少なくとも月 1回　分解洗浄

チーズ状の汚れやパッキンの異常などを確認しなが
ら分解洗浄します。組立ではエア漏れを必ず確認して
ください。また、冬季は、凍結に気をつけてくださ
い。
（5）年 1回　性能検査

試験的に一定量の水などを用い正確な測定が出来る
ことを確認します。検査が終了すれば、図11のように
「検査済」とい
うシールが貼ら
れます。詳細な
方法は、乳用牛
群検定全国協議
会のHPに掲載
されていますの
で、ご参照くだ
さい。
「乳用牛群検

定全国協議会」
で「検索」して
ください。

図10　乳成分サンプル採取の前に十分な攪拌を

図11　�乳用牛群検定全国協議会
による検査済シ－ル
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